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大阪府

が
連
携
で
き
る
こ
と
も
、「T

rueBeam

」
を
選

定
し
た
理
由
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
精
緻
な
位
置
合
わ
せ
が
可
能

な
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
「A

lignR
T

（
ユ
ー
ロ
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
）」
も

導
入
し
ま
し
た
。
位
置
合
わ
せ
に
Ｘ
線
を
可
能

な
限
り
用
い
な
い
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
被
ば

く
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
に
し
た
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

―
―
新
セ
ン
タ
ー
開
設
に
当
た
り
、
病
院
情
報
シ

ス
テ
ム
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
や
線
量
に

関
す
る
情
報
は
バ
リ
ア
ン
社
の
「A

RIA

」
で
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
電
子
カ
ル
テ
端
末

か
ら
放
射
線
治
療
の
進
捗
状
況
や
代
表
的
な
線

量
分
布
図
等
を
資
料
と
し
て
参
照
で
き
る
よ
う

に
し
た
「
放
射
線
治
療
Ｗ
ｅ
ｂ
」
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。

大阪の中心部で先進医療を支える基幹病院が
高性能かつ汎用性の高いリニアックの導入で
放射線治療体制の再構築を図って成果を出す
1928年に京都帝国大学医学部に付属する臨床医学研究施設として開設された田附興風会 医学研究所 北野病院。
2001年に現在地に移転し、専門領域のセンター化を推進するなど、高度で先進的な医療を積極的に推進してきたことで広く知られる。
同院は隣接地に新館を建設し、一旦休止した放射線治療を再開すべく放射線治療センターを昨年４月にオープン。
同センターでは、最先端の機器・システム導入の他、人的リソースを充実させて、その臨床的実力を大きく向上させている。
放射線治療センター開設の経緯と診療現況などについて、放射線治療センター／腫瘍放射線科の高木雄久氏らに話を聞いた。

北野病院
田附興風会 医学研究所

2021年5月に田附興風会 医学研究所 北野病院 放射線治療センターで
稼働を開始したリニアック「TrueBeam（バリアン メディカル システムズ）」。
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―
―
昨
春
、
オ
ー
プ
ン
し
た
放
射
線
治
療
セ
ン

タ
ー
開
設
の
経
緯
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
０
１
年
に
当
院
本
館
の
オ
ー
プ
ン
を
機

に
放
射
線
治
療
部
門
を
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
、

リ
ニ
ア
ッ
ク
２
台
、
そ
し
て
私
と
診
療
放
射
線

技
師
３
名
に
よ
る
放
射
線
治
療
体
制
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
治
療
装
置
・
関
連
シ
ス

テ
ム
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、
そ
れ
か
ら
10
年

も
経
つ
と
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
等
の
高
精
度
な
治
療
が
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず

対
応
で
き
な
い
状
況
に
陥
り
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
更

新
と
同
時
に
治
療
体
制
の
一
新
を
図
る
こ
と
に

し
た
の
で
す
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

診
断
部
門
と
治
療
部
門
の
峻
別
で
あ
り
、
そ
の

後
者
が
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
創
設
に
際
し
て
は
、
２
つ
の
要

件
を
重
視
し
ま
し
た
。
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
充
実

化
と
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
最
新
化
で
す
。
前
者

に
つ
い
て
は
、
放
射
線
治
療
医
や
診
療
放
射
線

技
師
だ
け
で
な
く
、
高
精
度
な
放
射
線
治
療
計

画
立
案
や
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
精
度
管
理
を
担

当
す
る
専
任
の
医
学
物
理
士
の
雇
用
や
、
当
院

看
護
師
に
対
す
る
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定

看
護
師
資
格
取
得
の
研
修
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
新
規
リ
ニ
ア
ッ
ク
及
び
周

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
の
高
さ
や
、
万
一
の
故
障

や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
迅
速
な
対
応
可
能
な
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
評
価
点
に
し
ま
し
た
。
結
果
、

そ
れ
が「T

rueBeam

」だ
っ
た
の
で
す
。
な
お
、

バ
リ
ア
ン
社
は
、
治
療
計
画
装
置
や
情
報
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
放
射
線
治
療
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
取
り
扱
っ
て
い
る

の
で
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
一
元
化
が
可
能
な

点
も
プ
ラ
ス
評
価
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
「S

yncTraX

（
島

津
製
作
所
）」
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

動
体
追
尾
照
射
は
、
金
マ
ー
カ
ー
留
置
と
い

う
若
干
侵
襲
性
が
あ
る
も
の
の
、
呼
吸
同
期
照

射
に
比
べ
て
身
体
の
中
を
〝
見
る
〟
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
精
度
と
安
全
性
を
両
立
で
き
る
照

射
法
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
と
「T

rueBeam

」

辺
機
器
及
び
シ
ス
テ
ム
の
厳
選
化
と
導
入
で
あ

り
、
ま
た
、
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｓ
を
用
い
た
密
封
小
線
源

治
療
の
開
始
で
し
た
。

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
６
年
に

着
工
が
決
ま
っ
た
新
館
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
新
館
工
事
自
体
が
思
い
の
外

手
間
取
っ
て
し
ま
い
、
完
成
し
た
の
は
２
０
２
０

年
11
月
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
本
館
で
行
っ

て
い
た
放
射
線
治
療
は
、
旧
リ
ニ
ア
ッ
ク
の
保

守
契
約
切
れ
も
あ
り
２
０
１
９
年
３
月
に
一
旦

終
了
し
て
お
り
、
つ
ま
り
約
２
年
間
の
休
止
期

間
を
挟
み
、
放
射
線
治
療
が
再
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
訳
で
す
。

　

し
か
し
、
休
止
期
間
中
は
看
護
師
の
資
格
認

定
の
た
め
の
研
修
、
診
療
放
射
線
技
師
の
新
装

置
見
学
や
研
修
、
私
が
新
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
小
線
源
治
療
の
研
修
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
有

意
義
な
期
間
と
な
り
、
災
い
転
じ
て
福
と
な
す

と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
私
を
含
め
放

射
線
治
療
医
２
名
、
京
都
大
学
よ
り
招
聘
し
た

医
学
物
理
士
１
名
、
診
療
放
射
線
技
師
６
名
、

認
定
看
護
師
１
名
で
業
務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
リ
ニ
ア
ッ
ク
に
バ
リ
ア
ン 

メ
デ
ィ
カ
ル 

シ
ス

テ
ム
ズ（
以
下
、バ
リ
ア
ン
社
）の「TrueBeam

」

を
選
ん
だ
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

実
は
、
機
種
選
定
は
セ
ン
タ
ー
開
設
の
４
年

ほ
ど
前
に
既
に
決
め
て
い
ま
し
た
。
１
台
目
の

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
求
め
ら
れ
る
要
件
は
、
汎
用
性

が
高
く
、
か
つ
高
レ
ベ
ル
な
放
射
線
治
療
が
実

施
可
能
な
性
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
加

え
て
、
国
内
で
の
シ
ェ
ア
が
大
き
く
、
機
器
・

が
連
携
で
き
る
こ
と
も
、「T

rueBeam

」
を
選

定
し
た
理
由
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
他
に
も
、
精
緻
な
位
置
合
わ
せ
が
可
能

な
光
学
式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
「A

lignR
T

（
ユ
ー
ロ
メ
デ
ィ
テ
ッ
ク
）」
も

導
入
し
ま
し
た
。
位
置
合
わ
せ
に
Ｘ
線
を
可
能

な
限
り
用
い
な
い
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
被
ば

く
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
に
し
た
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。

―
―
新
セ
ン
タ
ー
開
設
に
当
た
り
、
病
院
情
報
シ

ス
テ
ム
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
や
線
量
に

関
す
る
情
報
は
バ
リ
ア
ン
社
の
「A

RIA

」
で
管

理
し
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
電
子
カ
ル
テ
端
末

か
ら
放
射
線
治
療
の
進
捗
状
況
や
代
表
的
な
線

量
分
布
図
等
を
資
料
と
し
て
参
照
で
き
る
よ
う

に
し
た
「
放
射
線
治
療
Ｗ
ｅ
ｂ
」
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
ま
し
た
。

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
（
腫
瘍
放
射
線
科
）

主
任
部
長

高
木
雄
久
氏
に
聞
く

1990年大阪医科大学卒。同年京都大学医学部附属病院放射線科。国立京
都病院、静岡市立病院、京都大学医学部附属病院等を経て、2001年より田
附興風会 医学研究所 北野病院 放射線科勤務。2009年より同科部長、
2021年4月より放射線治療センター、腫瘍放射線科主任部長。

高木雄久（たかぎ・たけひさ）氏
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師
と
も
に
患
者
説
明
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
プ
ン
半
年
後
の
診
療
の
現
況
と
機
器
・

シ
ス
テ
ム
へ
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
治
療
を
開
始
し
た
の
は
５

月
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
11
月
ま
で
に
約
２
１
０

名
の
新
規
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
実
績
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
以
前
の
頃
に
比
べ
確

実
に
増
え
て
お
り
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
院
は
脳
神
経
外

科
の
歴
史
が
長
い
こ
と
か
ら
、
頭
部
領
域
の
患
者

さ
ん
が
多
い
で
す
が
、
乳
腺
や
消
化
器
領
域
の
患

者
さ
ん
も
決
し
て
少
な
く
な
く
、
最
近
は
前
立
腺

が
ん
患
者
さ
ん
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
開
始
し
た
小
線
源
治
療
の
患
者
数
は
、

現
況
で
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、全
例
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ベ
ー
ス
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
て
お
り
、

最
先
端
の
高
度
な
治
療
を
実
施
し
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
館
の
フ
ロ
ア
は
清
潔
感
が
あ
り
ホ
テ

ル
の
よ
う
だ
と
患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
す
。
将

来
を
見
越
し
て
、２
台
目
用
の
治
療
室
ス
ペ
ー
ス
、

放
射
線
治
療
計
画
ブ
ー
ス
６
席
、
診
療
放
射
線

技
師
用
ス
ペ
ー
ス
12
名
分
を
確
保
す
る
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
拡
充
に
備
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
故
障
や
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
、
１
日
以
上
治
療
を
中
断
す
る
よ

う
な
事
態
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
高
精

度
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
Ⅴ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
中
心
に

１
日
30
件
以
上
の
照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
は
、
動
体
追
跡
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
肝
が
ん
の
定
位
照
射
を
開
始

し
ま
し
た
。
開
設
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
が
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
た
な
領
域
で
の
新
し
い

技
術
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
放
射
線
治
療
の
具
体
的
な
内

容
が
各
診
療
科
の
医
師
や
病
棟
の
看
護
師
ら
に

十
分
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
放
射
線
治

療
に
対
す
る
理
解
と
診
療
の
質
を
高
め
る
た
め

に
新
セ
ン
タ
ー
開
設
と
同
時
に
稼
働
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
今
は
院
内
ス
タ
ッ
フ
に
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
肺
へ
の
照
射
後
に
起
こ
る
副
作
用

と
し
て
皮
膚
炎
や
肺
炎
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

が
放
射
線
治
療
に
起
因
す
る
も
の
か
否
か
の
判

断
等
を
各
診
療
科
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
病
棟
の
看
護
ス
タ
ッ
フ
も
参
照

で
き
る
の
で
、
皮
膚
炎
や
粘
膜
炎
の
管
理
上
、

照
射
範
囲
を
調
べ
る
の
に
セ
ン
タ
ー
ま
で
足
を

運
ぶ
必
要
も
な
く
な
る
な
ど
、
看
護
の
効
率
化

に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
腫
瘍
放
射

線
科
の
み
な
ら
ず
、
各
診
療
科
の
医
師
、
看
護

■

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院 

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー 

医
学
物
理
室

医
学
物
理
士
の
専
従
化
に
よ
り
精
緻
か
つ
高
い
安
全
性
を
も
っ
て

先
進
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が“
効
果
あ
る
”放
射
線
治
療
を
実
現
す
る

診察室で病院情報システム端末を操作する高木雄久氏。放射線治療情報管理システム
「ARIA」でスケジュールや放射線治療に関するデータを管理。一方、電子カルテ端末上
には、各診療科・病棟のスタッフが放射線治療の内容を具体的に把握できる「放射線治
療 Web」システムが稼働し、高い評価を得ている。

光学式患者ポジショニングシステム
「AlignRT（ユーロメディテック）」。体
表面における高精度な位置決め性
能を活用して乳房への深吸気息止
め治療（DIBH：Deep Inspiration 
Breath Hold）等への活用を目指し
ている。

照射の際は、患者固定具認証
照合装置『RIOS（エイペック
スメディカル）』を活用。静脈認
証（写真上）による患者認証と、
患者固定具にRFIDタグを装着
した患者固定具により、使用間
違いを防ぐなど、安全管理のシ
ステム化を図っている。

北野病院では動体追跡システム
「SyncTraX（島津製作所）」を
導入（写真上）。「TrueBeam」
の 6 軸カウチ（写真左）と連動す
るなど、リニアックとの高度な連携
により、より効率的かつ精度の高
い放射線治療を実現している。
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私
が
担
当
し
て
い
ま
す
」

　

同
院
で
は
前
出
の
と
お
り
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
に

「T
rueBeam

」、
治
療
計
画
シ
ス
テ
ム
に

「Eclipse

」、
治
療
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
に

「A
RIA

」と
、い
ず
れ
も
バ
リ
ア
ン
社
製
の
機
器・

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
器
・

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
宮
部
氏
は
そ
の
メ
リ
ッ

ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
で
稼
働
し
て
い
る
『T

rueBeam

』
は
、

国
内
で
も
シ
ェ
ア
の
大
き
い
装
置
で
、
高
精
度

放
射
線
治
療
に
も
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
照
射

に
も
対
応
可
能
な
汎
用
性
を
有
し
、
か
つ
安
定

し
た
稼
働
実
績
を
持
つ
装
置
で
す
。『Eclipse

』

は
、
私
も
京
都
大
学
で
長
年
使
用
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
扱
い
や
す
い
で
す
し
、
こ
れ
ら
が
治

療
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
『A

RIA

』
と
連
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
治
療
計
画
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
転
送
す
る
手
間
が
省
け
、
業
務

の
効
率
化
と
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
な
お
、『A

RIA

』
は
、
国
産
の
治
療
用
Ｒ

Ｉ
Ｓ
と
比
べ
る
と
日
本
語
表
示
の
面
な
ど
で
若

干
使
い
づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
、
一
元
的

に
治
療
情
報
デ
ー
タ
を
扱
え
る
点
は
他
に
は
な

い
性
能
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
「SyncT

rax

」や
光
学

式
患
者
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「A

lignRT

」

　

北
野
病
院
で
は
、
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
設

立
に
際
し
、
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
専

従
の
医
学
物
理
士
の
派
遣
を
要
請
。
セ
ン
タ
ー

開
設
と
同
時
に
着
任
し
た
の
が
、
医
学
物
理
室 

室
長
の
宮
部
結
城
氏
で
あ
る
。
同
院
に
お
け
る

業
務
内
容
に
つ
い
て
、
宮
部
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
的
な
医

学
物
理
士
と
同
様
、
装
置
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
治
療
計
画
の
立
案
と
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
お
よ

び
線
量
検
証
、
診
療
放
射
線
技
師
た
ち
と
共
同

で
行
う
高
精
度
放
射
線
治
療
に
関
す
る
測
定
と

精
度
検
証
等
、
精
度
管
理
全
般
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
や
定
位
照
射
な
ど
の
高
精
度
放
射

線
治
療
に
つ
い
て
の
治
療
計
画
作
成
は
、
主
に

師
と
も
に
患
者
説
明
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
プ
ン
半
年
後
の
診
療
の
現
況
と
機
器
・

シ
ス
テ
ム
へ
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
よ
る
治
療
を
開
始
し
た
の
は
５

月
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
11
月
ま
で
に
約
２
１
０

名
の
新
規
患
者
さ
ん
が
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
実
績
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
以
前
の
頃
に
比
べ
確

実
に
増
え
て
お
り
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
院
は
脳
神
経
外

科
の
歴
史
が
長
い
こ
と
か
ら
、
頭
部
領
域
の
患
者

さ
ん
が
多
い
で
す
が
、
乳
腺
や
消
化
器
領
域
の
患

者
さ
ん
も
決
し
て
少
な
く
な
く
、
最
近
は
前
立
腺

が
ん
患
者
さ
ん
も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
開
始
し
た
小
線
源
治
療
の
患
者
数
は
、

現
況
で
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、全
例
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ベ
ー
ス
の
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
て
お
り
、

最
先
端
の
高
度
な
治
療
を
実
施
し
て
い
る
と
自

負
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
館
の
フ
ロ
ア
は
清
潔
感
が
あ
り
ホ
テ

ル
の
よ
う
だ
と
患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
す
。
将

来
を
見
越
し
て
、２
台
目
用
の
治
療
室
ス
ペ
ー
ス
、

放
射
線
治
療
計
画
ブ
ー
ス
６
席
、
診
療
放
射
線

技
師
用
ス
ペ
ー
ス
12
名
分
を
確
保
す
る
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
拡
充
に
備
え
た
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
故
障
や
ト

ラ
ブ
ル
は
な
く
、
１
日
以
上
治
療
を
中
断
す
る
よ

う
な
事
態
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
、
高
精

度
放
射
線
治
療
に
つ
い
て
は
Ⅴ
Ｍ
Ａ
Ｔ
を
中
心
に

１
日
30
件
以
上
の
照
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
は
、
動
体
追
跡
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
た
肝
が
ん
の
定
位
照
射
を
開
始

し
ま
し
た
。
開
設
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
で
す
が
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
新
た
な
領
域
で
の
新
し
い

技
術
の
確
立
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

TrueBeam 線量分布図

2003 年大阪大学医学部保健学科放射線
技術科学専攻卒、2005 年同大学大学院
医学系研究科保健学専攻博士前期課程修
了。2008 年京都大学医学部附属病院放
射線治療科 特定助教、2014 年京都大学
医学部附属病院放射線治療科 特定講師。
2020 年 12 月より現職。

宮部結城（みやべ・ゆうき）氏

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー 

医
学
物
理
室 

室
長

宮
部
結
城
氏
に
聞
く

■

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院 

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー 

医
学
物
理
室

医
学
物
理
士
の
専
従
化
に
よ
り
精
緻
か
つ
高
い
安
全
性
を
も
っ
て

先
進
の
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が“
効
果
あ
る
”放
射
線
治
療
を
実
現
す
る

機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
メ
ー
カ
ー
を
統一し
、

安
全
か
つ
効
率
的
な
業
務
運
用
を
推
進

放
射
線
治
療
関
連
機
器
・
シ
ス
テ
ム

北野病院におけるVMAT（Volumetric Modulated Arc Therapy）
での線量分布図。正常組織への被ばく線量を抑えながら、高速かつ高
精度な放射線治療を実施している。
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な
ど
、
よ
り
高
精
度
な
照
射
を
実
現
す
る
た
め

の
様
々
な
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
宮
部
氏
は

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
『SyncT

raX

』
は
、
呼

吸
同
期
に
比
べ
侵
襲
性
は
高
い
で
す
が
、
腫
瘍

に
対
し
て
よ
り
高
精
度
な
照
射
が
可
能
で
あ

り
、
大
き
な
マ
ー
ジ
ン
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、『A

lignRT

』
は
、
Ｘ
線
に
よ
る
位

置
決
め
と
比
べ
、
体
表
面
で
皮
膚
マ
ー
カ
ー
な

し
に
位
置
合
わ
せ
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
乳
房

な
ど
体
表
面
近
く
に
腫
瘍
が
あ
る
が
ん
に
有
用

で
す
。
患
者
さ
ん
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
優
れ

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
言
え
ま
す
」

　

同
院
で
は
、
普
段
の
精
度
管
理
に
Ｍ
Ｐ
Ｃ

（M
achine Perform

ance Check

）
機
能
を

活
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
宮
部

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｍ
Ｐ
Ｃ
は
、
Ｑ
Ａ
を
自
動
で
実
施
し
て
く
れ
る

点
は
確
か
に
楽
で
す
し
、
デ
ー
タ
も
簡
単
に
解

析
で
き
る
点
は
業
務
の
効
率
化
に
貢
献
し
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
す
。
し
か
し
、
個
人
的
に
は

一
長
一
短
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
や

は
り
病
院
と
し
て
、
特
に
最
初
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
以
外
の
方
法
で

多
方
向
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
性
を
担
保
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
以
来
、
順
調
に
照
射
件

数
は
伸
び
て
お
り
、
現
在
は
１

日
30
件
以
上
の
治
療
を
実
施
し

て
い
る
が
、
課
題
も
あ
る
と
宮

部
氏
は
話
す
。

「
治
療
件
数
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
1

日
30
件
以
上
の
照
射
の
う
ち
、

約
３
割
が
高
精
度
照
射
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ン

パ
ワ
ー
上
も
、
装
置
の
マ
シ
ン

タ
イ
ム
上
か
ら
も
、
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム
は

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
当

院
側
で
そ
れ
を
完
全
に
使
い
こ

な
す
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
は
、
そ
の
最
適
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

治療計画用ソフトウェア「Eclipse」を操作し、放射線治療計画を作成する宮部結城氏。リニアッ
ク・治療計画用ソフトウェア・放射線治療情報システムが同一メーカー製品で統一されたことで、
放射線治療に関する診療データのシームレスな連携を実現している。

る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
適
応
し
た

セ
ル
フ
ケ
ア
指
導
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
職
責
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

業
務
は
、
ま
ず
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
当
日
の

診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。
が
ん
患
者
の
診
療

に
お
い
て
は
医
師
と
共
に
診
察
に
あ
た
り
、
診

察
支
援
を
実
施
す
る
。
特
に
、
が
ん
患
者
に
対

す
る
初
め
て
の
診
療
で
は
、
医
師
の
診
察
に
同

席
し
、
患
者
の
病
状
を
把
握
す
る
と
共
に
、
患

者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う
と
い
う
。

「
患
者
さ
ん
が
治
療
生
活
を
送
る
中
で
、
身
体
や

心
に
不
調
を
来
す
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
際
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
思

い
や
価
値
観
に
沿
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
対
話
と
ケ
ア
を
通
し
て
、
一
緒
に
考
え

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師
の
重
要

な
業
務
と
し
て
、
放
射
線
治
療
に
関
わ
る
全
て

の
部
署
の
看
護
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
指

導
や
看
護
業
務
の
相
談
へ
の
対
応
を
挙
げ
る
。

「
多
く
の
看
護
師
が
放
射
線
治
療
に
精
通
し
て
い

る
か
と
言
え
ば
、決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
が
ん
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
看
護
師

や
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
放
射
線
治
療
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
看
護
の
質
の
向
上
に

も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
低
侵
襲
治
療

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
１
名
が
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
約

半
年
の
研
修
を
積
み
、
同
認
定
看
護
師
と
な
っ

た
平
田
夕
美
子
氏
は
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
の
放
射
線
治
療
に
お
け
る
重
要
性

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
は
、
治
療
効
果
を
最
大
限
に
得
る

た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
治
療
の
完
遂
が
重
要
で

す
。
副
作
用
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
期
間
が
延
長

す
る
こ
と
に
な
る
と
、そ
の
効
果
は
低
下
し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
医
、
医
学
物
理
士
、
診
療
放
射

線
技
師
ら
各
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
放
射
線
治
療
の
質
の
向
上
と
安
全
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認

定
看
護
師
も
同
様
で
、
放
射
線
治
療
に
伴
う
副

作
用
症
状
の
予
防
・
早
期
発
見
・
対
処
が
で
き

2008 年行岡医学技術専門学校看護第 1
学科卒。2015 年 4 月より田附興風会 医
学研究所　北野病院看護部勤務、現在
に至る。

平田夕美子（ひらた・ゆみこ）氏

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院

看
護
部 

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師

平
田
夕
美
子
氏
に
聞
く

■

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院 

看
護
部

患
者
・
患
者
家
族
ら
へ
の
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

チ
ー
ム
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
放
射
線
治
療
の
推
進
を
目
指
す

■

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院 

放
射
線
部

安
定
稼
働
に
よ
っ
て
高
度
か
つ
安
全
な
放
射
線
治
療
を
実
現
す
る

装
置
自
体
の
信
頼
性
と
充
実
し
た
保
守
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
高
評
価

線
イ
メ
ー
ジ
ャ
ー
を
ほ
ぼ
全
例
で
使
用
し
て
高

精
度
な
位
置
決
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
『SyncT

raX

』
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
支
援
機
能
『Sm

art 
A

ligner

』
は
２
方
向
か
ら
同
時
に
撮
影
し
、

『T
rueBeam

』
の
６
軸
カ
ウ
チ
と
連
携
し
て
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
位
置
決
め
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

が
可
能
な
の
で
、
有
用
性
が
高
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

『A
RIA

』
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行
い
、
１

時
間
当
た
り
４
人
の
照
射
枠
を
設
け
て
運
用
し

て
い
ま
す
が
、
新
し
い
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
お

か
げ
で
患
者
さ
ん
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
て
き
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
放
射

線
治
療
が
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

照
射
に
際
し
て
は
患
者
固
定
具
認
証
照
合
装

置
「
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
エ
イ
ペ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
カ
ル

社
）」
を
用
い
て
、
患
者
固
定
具
の
使
用
間
違
い

を
防
ぐ
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
安
全
管

理
を
推
進
し
て
い
る
と
井
上
氏
は
話
す
。

「
固
定
具
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
、『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
』

を
導
入
し
ま
し
た
。
静
脈
認
証
に
よ
る
患
者
照

合
と
固
定
具
毎
に
取
り
付
け
た
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ

に
よ
り
、
治
療
ス
タ
ッ
フ
が
固
定
具
間
違
い
に

煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
治
療
業
務
に
専
念
で

き
る
環
境
を
構
築
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
し
い
治
療

法
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
動
体
追

跡
シ
ス
テ
ム
「SyncT

raX

」
を
用
い
た
定
位
照

射
も
そ
の
１
つ
と
井
上
氏
は
話
す
。

「
10
月
か
ら
『SyncT

raX

』
を
用
い
た
肝
が
ん

に
対
す
る
定
位
照
射
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

光
学
式
体
表
面
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

『A
lignRT

』
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

用
い
て
乳
房
へ
の
深
吸
気
息
止
め
照
射
（
Ｄ
Ｉ

Ｂ
Ｈ
：deep inspiration breath hold

）
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
で
は
、
現
在
の

症
例
数
の
実
施
で
限
界
に
近
い
の
で
、
こ
れ
以

上
の
件
数
を
実
施
す
る
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
等
の
対
応
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

休
止
以
前
か
ら
患
者
数
増
を
半
年
で
達
成

今
後
は
放
射
線
治
療
の
最
適
化
を
目
指
す

放
射
線
治
療
業
務

放
射
線
治
療
ス
タ
ッ
フ
と
密
に
連
携
し
て
、

他
の
ス
タ
ッ
フ
と
の“
橋
渡
し
”
役
を
務
め
る

認
定
看
護
師
に
よ
る
看
護
業
務
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田附興風会 医学研究所 北野病院

住　所：大阪市北区扇町二丁目 4 番20 号
病床数：685床
病院長：𠮷村 長久

2020年に新館（写真）をオープン。今
回取材した放射線治療センターをはじ
め、本館から移転した管理部門や医学
研究所、患者向けの講座や講演会など
を実施している「きたのホール」が入る。
特にリニューアルした「きたのホール」
では、コロナ禍で休止していた各種講
座について、ソーシャルディスタンスを保
ちながら順次再開を目指している。

数
は
伸
び
て
お
り
、
現
在
は
１

日
30
件
以
上
の
治
療
を
実
施
し

て
い
る
が
、
課
題
も
あ
る
と
宮

部
氏
は
話
す
。

「
治
療
件
数
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
が
、
1

日
30
件
以
上
の
照
射
の
う
ち
、

約
３
割
が
高
精
度
照
射
で
あ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ
マ
ン

パ
ワ
ー
上
も
、
装
置
の
マ
シ
ン

タ
イ
ム
上
か
ら
も
、
限
界
に
近

づ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
機
器
・
シ
ス
テ
ム
は

充
実
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
当

院
側
で
そ
れ
を
完
全
に
使
い
こ

な
す
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
は
、
そ
の
最
適
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
」

る
よ
う
に
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
適
応
し
た

セ
ル
フ
ケ
ア
指
導
を
含
め
た
支
援
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
職
責
は
大
き
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

業
務
は
、
ま
ず
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
当
日
の

診
療
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
。
が
ん
患
者
の
診
療

に
お
い
て
は
医
師
と
共
に
診
察
に
あ
た
り
、
診

察
支
援
を
実
施
す
る
。
特
に
、
が
ん
患
者
に
対

す
る
初
め
て
の
診
療
で
は
、
医
師
の
診
察
に
同

席
し
、
患
者
の
病
状
を
把
握
す
る
と
共
に
、
患

者
と
そ
の
家
族
に
寄
り
添
う
と
い
う
。

「
患
者
さ
ん
が
治
療
生
活
を
送
る
中
で
、
身
体
や

心
に
不
調
を
来
す
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
際
、
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
思

い
や
価
値
観
に
沿
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
対
話
と
ケ
ア
を
通
し
て
、
一
緒
に
考
え

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認
定
看
護
師
の
重
要

な
業
務
と
し
て
、
放
射
線
治
療
に
関
わ
る
全
て

の
部
署
の
看
護
師
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
指

導
や
看
護
業
務
の
相
談
へ
の
対
応
を
挙
げ
る
。

「
多
く
の
看
護
師
が
放
射
線
治
療
に
精
通
し
て
い

る
か
と
言
え
ば
、決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
が
ん
患
者
さ
ん
に
対
応
す
る
看
護
師

や
他
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
放
射
線
治
療
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
看
護
の
質
の
向
上
に

も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
低
侵
襲
治
療

セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
１
名
が
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
約

半
年
の
研
修
を
積
み
、
同
認
定
看
護
師
と
な
っ

た
平
田
夕
美
子
氏
は
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護

認
定
看
護
師
の
放
射
線
治
療
に
お
け
る
重
要
性

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
治
療
は
、
治
療
効
果
を
最
大
限
に
得
る

た
め
に
、
計
画
さ
れ
た
治
療
の
完
遂
が
重
要
で

す
。
副
作
用
な
ど
に
よ
っ
て
治
療
期
間
が
延
長

す
る
こ
と
に
な
る
と
、そ
の
効
果
は
低
下
し
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
医
、
医
学
物
理
士
、
診
療
放
射

線
技
師
ら
各
ス
タ
ッ
フ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
放
射
線
治
療
の
質
の
向
上
と
安
全
確
保
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
が
ん
放
射
線
療
法
看
護
認

定
看
護
師
も
同
様
で
、
放
射
線
治
療
に
伴
う
副

作
用
症
状
の
予
防
・
早
期
発
見
・
対
処
が
で
き

き
続
き
当
院
の
放
射
線
治
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の

保
守
・
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
く
れ
る
の
を
知
り
、

現
場
の
我
々
も
バ
リ
ア
ン
社
製
の
機
器
・
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
、
装
置
は
こ
の
半
年
間
大
き
な
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、安
定
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。
６
ヵ

月
点
検
時
、
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、

バ
リ
ア
ン
社
で
は
リ
モ
ー
ト
で
機
器
・
シ
ス
テ

ム
の
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
を
把
握
し
、
そ
の
ト
ラ

ブ
ル
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
修

理
や
部
品
交
換
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

改
め
て
感
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
え
ば
Ｍ
Ｌ
Ｃ
リ
ー
フ
モ
ー
タ
ー
の
交

換
な
ど
、
簡
単
な
ト
ラ
ブ
ル
で
あ
れ
ば
診
療
放

射
線
技
師
単
独
で
も
対
応
で
き
ま
す
し
、
単
独

で
の
対
応
が
困
難
な
ト
ラ
ブ
ル
で
も
、
リ
モ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
で
迅
速
な
対
応
と
ト
ラ
ブ
ル
処
理

を
行
っ
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。
放
射
線
治
療
で

は
、
治
療
を
止
め
て
し
ま
う
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
安
定
し
た
稼
働
を
実
現
す
る
バ
リ

ア
ン
社
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
満
足
し
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
に
は
「T

rueBeam

」

以
外
に
も
、
新
た
な
機
器
・
シ
ス
テ
ム
が
多
数

装
備
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
井
上
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
評
す
る
。

「
位
置
決
め
に
は
『T

rueBeam

』
本
体
の
kV 

Ｘ

　

放
射
線
部
に
は
、
診
療
放
射
線
技
師
50
名
が

所
属
。
そ
の
中
か
ら
６
名
の
診
療
放
射
線
技
師

が
、
放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
に
ほ
ぼ
専
従
し
て

診
療
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
１
人
、
放

射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師
の
井
上
雅
之
氏
は
、

バ
リ
ア
ン
社
の
放
射
線
治
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
バ
リ
ア
ン
社
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
を
扱
う
の
は
初
め

て
で
し
た
が
、
操
作
が
し
や
す
く
、
ま
た
、
ビ
ー

ム
が
安
定
し
て
お
り
、
狙
っ
た
部
位
に
狙
っ
た

線
量
を
精
度
よ
く
当
て
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
優
れ
た
装
置
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

装
置
の
信
頼
性
だ
け
で
な
く
、
２
０
１
９
年

の
休
止
以
前
に
当
院
の
放
射
線
治
療
装
置
の
保

守
・
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
別
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー

ビ
ス
体
制
が
そ
の
ま
ま
バ
リ
ア
ン
社
に
引
き
継
が

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
と
同
じ
担
当
者
が
引

1981 年大阪大学医療技術短期大学部診
療放射線技術学科卒。1981 年 4 月より公
益財団法人　田附興風会 医学研究所北
野病院 放射線科勤務、現在に至る。放射
線治療専門放射線技師、放射線治療品質
管理士。

井上雅之（いのうえ・まさゆき）氏

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー 

診
療
放
射
線
技
師

井
上
雅
之
氏
に
聞
く

■

田
附
興
風
会 

医
学
研
究
所 

北
野
病
院 

放
射
線
部

安
定
稼
働
に
よ
っ
て
高
度
か
つ
安
全
な
放
射
線
治
療
を
実
現
す
る

装
置
自
体
の
信
頼
性
と
充
実
し
た
保
守
・
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
高
評
価

線
イ
メ
ー
ジ
ャ
ー
を
ほ
ぼ
全
例
で
使
用
し
て
高

精
度
な
位
置
決
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

動
体
追
跡
シ
ス
テ
ム
『SyncT

raX

』
に
搭
載
さ

れ
て
い
る
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
支
援
機
能
『Sm

art 
A

ligner

』
は
２
方
向
か
ら
同
時
に
撮
影
し
、

『T
rueBeam

』
の
６
軸
カ
ウ
チ
と
連
携
し
て
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
位
置
決
め
と
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ

が
可
能
な
の
で
、
有
用
性
が
高
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

『A
RIA

』
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行
い
、
１

時
間
当
た
り
４
人
の
照
射
枠
を
設
け
て
運
用
し

て
い
ま
す
が
、
新
し
い
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
お

か
げ
で
患
者
さ
ん
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
が

短
縮
さ
れ
て
き
て
お
り
、
よ
り
効
率
的
な
放
射

線
治
療
が
で
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

照
射
に
際
し
て
は
患
者
固
定
具
認
証
照
合
装

置
「
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
（
エ
イ
ペ
ッ
ク
ス
メ
デ
ィ
カ
ル

社
）」
を
用
い
て
、
患
者
固
定
具
の
使
用
間
違
い

を
防
ぐ
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
安
全
管

理
を
推
進
し
て
い
る
と
井
上
氏
は
話
す
。

「
固
定
具
間
違
い
を
防
ぐ
た
め
、『
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
』

を
導
入
し
ま
し
た
。
静
脈
認
証
に
よ
る
患
者
照

合
と
固
定
具
毎
に
取
り
付
け
た
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ

に
よ
り
、
治
療
ス
タ
ッ
フ
が
固
定
具
間
違
い
に

煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
治
療
業
務
に
専
念
で

き
る
環
境
を
構
築
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
し
い
治
療

法
へ
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
動
体
追

跡
シ
ス
テ
ム
「SyncT

raX

」
を
用
い
た
定
位
照

射
も
そ
の
１
つ
と
井
上
氏
は
話
す
。

「
10
月
か
ら
『SyncT

raX

』
を
用
い
た
肝
が
ん

に
対
す
る
定
位
照
射
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、

光
学
式
体
表
面
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

『A
lignRT

』
を
導
入
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を

用
い
て
乳
房
へ
の
深
吸
気
息
止
め
照
射
（
Ｄ
Ｉ

Ｂ
Ｈ
：deep inspiration breath hold

）
を

開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
リ
ニ
ア
ッ
ク
１
台
で
は
、
現
在
の

症
例
数
の
実
施
で
限
界
に
近
い
の
で
、
こ
れ
以

上
の
件
数
を
実
施
す
る
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
増

員
等
の
対
応
が
今
後
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
Ｇ
Ｒ
Ｔ
支
援
機
能
を
活
用
し
、

位
置
決
め・
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
効
率
化
図
る

先
進
放
射
線
治
療
機
器
・
シ
ス
テ
ム
の
運
用

動
体
追
跡
や
光
学
式
位
置
決
め
シ
ス
テ
ム
等
で

新
た
な
る
領
域
・
治
療
法
の
実
施
を
目
指
す

放
射
線
治
療
セ
ン
タ
ー
の
展
望
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